
　
四
月
七
日

　
十
二
時
建
築
学
研
究
所
の
件
で
会
合
。
十
三
時
教
室
会
議
十
五
時
半
迄
。

赤
坂
氏
芸
術
学
校
教
授
就
任
あ
い
さ
つ
。
十
八
時
新
大
久
保
駅
前
近
江
屋
に

て
東
大
難
波
先
生
と
久
し
振
り
に
会
う
。
十
九
時
若
松
氏
何
故
か
出
現
。
近

江
屋
会
合
も
定
着
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
難
波
和
彦
氏
は
相
変
わ
ら
ず
お

元
気
の
よ
う
だ
っ
た
。
安
心
す
る
。
二
〇
時
過
修
了
。
研
究
室
に
電
話
す
る

も
誰
も
出
な
い
。
良
い
事
だ
。
何
し
ろ
、
私
自
身
が
居
な
い
の
だ
か
ら
、
コ

レ
ワ
仕
方
の
無
い
事
で
は
あ
る
。
只
今
、
二
〇
時
半
京
王
線
車
中
。
世
田
谷

村
に
戻
る
途
上
。

　
四
月
八
日

　
昨
夕
の
難
波
和
彦
氏
と
の
会
合
で
、
氏
は
箱
の
住
宅
シ
リ
ー
ズ
の
名
称
を

変
え
る
と
言
明
さ
れ
た
。
皆
、
色
ん
な
戦
術
を
こ
ら
し
て
い
る
の
だ
と
痛
感

し
た
が
、
戦
術
の
転
換
は
戦
略
の
骨
格
が
あ
っ
て
、
初
め
て
生
き
る
の
は
必

定
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
視
界
は
私
共
々
、
霧
の
中
に
在
り
続
け
て
い
る

感
が
あ
る
。
「
批
評
と
理
論
」
↓
技
術
と
歴
史
へ
の
研
究
会
の
転
換
も
又
、

そ
の
風
が
あ
る
。
頑
張
る
時
代
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
点
だ
け
は
少

し
気
合
い
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
十
一
時
研
究
室
。
石
井
君
と

打
合
わ
せ
の
予
定
。

　
十
三
時
長
野
県
上
田
、
幸
和
建
設
来
室
。
十
四
時
半
軽
井
沢
Ｏ
氏
来
室
。

ア
ト
リ
エ
＋
住
宅
の
相
談
。
十
八
時
過
、
渡
辺
、
野
本
と
大
学
周
辺
の
桜
の

花
を
観
る
。
野
本
と
は
仲
々
会
え
な
く
な
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の
い
さ
さ
か

大
時
代
め
い
た
「
花
」
の
話
し
な
ど
し
た
の
だ
が
、
全
て
空
振
り
。
自
分
で

球
を
投
げ
て
、
自
分
で
空
振
り
し
て
い
た
風
が
あ
っ
て
、
我
な
が
ら
お
か
し

い
。
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